
 

※令和５年度以降入学生用 

学校番号 1007 

令和５年度 情報科 

 

教科 情報 科目 情報Ⅰ（実習） 単位数 2(1)単位 年次 １年次 

使用教科書 高校情報Ⅰ Python （実教出版） 

副教材等 高校情報Ⅰ Python 学習ノート（実教出版） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

主にコンピュータを利用した実習の授業です。これからの情報社会で生きていく上で必要となる情報機

器の扱い方について、メディアの活用やインターネットへの適切な利用について、問題解決のために適

切にコンピュータを活用することなどを学びます。 

 

 

 

 

２ 学習の到達目標 

・情報社会を支える情報技術の役割や影響の理解 

・情報と情報技術を問題の発見と解決に効果的に活用するための科学的な考え方の習得 

・情報社会に積極的に参画する姿勢を身に着ける 

 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

・情報及び情報技術を活用するた

めの基本的な知識と理解 

・社会における情報及び情報技術

の意義や役割の理解 

・情報及び情報技術を活用するた

めの基本的な技能を身に付け、目

標に応じて情報及び情報技術を

適切に扱っている 

・情報や情報社会における身の回

りの問題を解決するために、情報

に関する科学的な見方や考え方を

する力 

・情報モラルを踏まえて思考を深

め、適切に判断し表現する力 

・情報や情報社会に強く関心をも

つこと 

・自ら進んで情報及び情報技術を

活用すること 

・社会の情報化の進展に主体的に

対応しようとすること 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 



 

※令和５年度以降入学生用 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

一

学

期 

１
章
：情
報
社
会 

○問題解決の考え方 

○モデル化とシミュレーション 

○情報の蓄積・管理とデータ

ベースのしくみ 

a: データを収集しコンピュータ

を利用したデータベースでその

データを扱うことができる。 

モデル化・シミュレーション・

データベースの概念や役割を理

解している。 

b: :縮小モデルや数理モデルで

実物や現象をモデル化して表現

できる。 

c: 具体的な現象についてのモデ

ル化やシミュレーションに興味

を持って学習に積極的に取り組

もうとしている。 

小
テ
ス
ト 

 

定
期
考
査 

他 

実
習
課
題 

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
記
述 

 

小
テ
ス
ト 

 

定
期
考
査 

他 

実
習
課
題 

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
記
述 

 

発
表 

相
互
評
価 

他 

実
習
課
題 

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
記
述 

 

二

学

期 

５
章
：問
題
解
決 

○グループで行う問題解決 

○グループによる問題解決型

学習の実践 

a: 問題解決のために情報の収

集・分析をして情報機器を適切に

活用することができる。 

問題解決のために、適切な情報

機器を選択し利用する方法を理

解している。グループで効率的に

問題解決をする方法について理

解している。 

b: 情報の信憑性を判断したり、

グループで情報を共有するため

に適切な方法を考えることがで

きる。 

c: 検索エンジンを利用して必要

な情報を探し出そうとしたり、発

想メソッドを利用したグループ

ワークに積極的に取り組もうと

している。 

小
テ
ス
ト 

 

定
期
考
査 

他 

実
習
課
題 

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
記
述 

 

小
テ
ス
ト 

 

定
期
考
査 

他 

実
習
課
題 

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
記
述 

 

発
表 

相
互
評
価 

他 

実
習
課
題 

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
記
述 

 

二

学

期 

２
章
：情
報
デ
ザ
イ
ン 

○モデル化とシミュレーション 

○情報の蓄積・管理とデータ

ベースのしくみ 

○python の基本プログラミン

グ 

a: 基本的なフローチャートから

プログラムが作成できる。 

フローチャートの表現やアル

ゴリズムの構造を理解している。 

b: 試行錯誤しながらフローチャ

ートが作成できる。またそれが正

しいかどうか確かめられる。 

c: アルゴリズムやフローチャー

ト・プログラミングに興味をもち

学習に積極的に取り組もうとし

ている。 

 

小
テ
ス
ト 

 

定
期
考
査 

他 

実
習
課
題 

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
記
述 

 

小
テ
ス
ト 

 

定
期
考
査 

他 

実
習
課
題 

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
記
述 

 

発
表 

相
互
評
価 

他 

実
習
課
題 

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
記
述 

 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 


